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世界遺産の登録は地域振興の大きな武器として注目されている。一方で，世界遺産となったことで観光
客が過剰に訪れ，地域のアメニティ低下も大きな問題となっている。本書は全国各地で展開される世界遺
産を目指す動きとまちづくり・地域活性化の関連についての具体的なレポートである。同時に，世界遺産
認定の仕組みを知るうえでの基本的な知識も網羅されており，地域振興を世界遺産登録を通じて図ろうと
する地域にとっての必読書ともいえる。なお，著者は NHK で文化財報道に長年携わってきた経歴を有し，
現在は解説委員である。
この本の出版された前年の2007年には，世界遺産をめぐる大きなニュースがあった。いったんは登録延
期が勧告された島根県の石見銀山が，その決定を覆して登録が決まったからである。本書はこの石見銀山
遺跡の何たるかの解説から，銀山手前の大森地区におけるまちづくり運動推進の経過，登録に向けての活
動，評価を下すイコモス（国際記念物遺跡会議）が現在の世界遺産に求めている要件など，当時の最も話
題性の高かった石見銀山から記述が始まっている。その後，文化庁の暫定リストに記載された平泉や，結
局は世界遺産を目指さないことになった尾道，昨年10月に景観裁判において画期的な判決が出された鞆の
浦がレポートされている。
こうした内容の本書が評者にとって興味深かったのは，次の二点においてだった。
第一には，石見銀山の逆転登録の顛末が明らかにされる過程において，現在の地域総合研究所が研究
テーマとしている「地域の知のネットワーク形成」を彷彿とさせるような，過去のネットワーク形成が鮮
明に捉え直されている点である。あるいは，本書の出版後までつながる，浄土思想を形成する景観を主張
した平泉がその文脈形成（= ネットワーク形成）に苦心する様子である。因みに，平泉の世界遺産登録は
見送りとなったが，イコモスの判定では，浄土思想を形成するという景観の文脈が上手く伝わらないとい
う点にあった。
第二には，すでに岐阜県の白川村や鹿児島県の屋久島において起こっている，世界遺産登録後に観光客
の入込みが急増し，地域にとって観光公害ともいうべき現象が生まれていることと関係する。石見銀山の
手前にある大森地区における地域活性化の功労者とされる二人の人物において登録への思いが微妙に異
なっており，そこに観光学が取り組むべき重要な問題が潜んでいることが挙げられる。
以上の二点について考えてみたい。
石見銀山地区の特徴
世界遺産に登録された石見銀山の正式名称は「石見銀山遺跡とその文化的景観」である。それは，①鉱
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山跡と鉱山町，②街道（石見銀山街道），③港湾と港町の三つから構成される。
石見銀山は江戸時代前期に最も栄え，その後は生産量が低下していく。明治時代以降も新技術によって
大々的に再開発されることはなく，そのことでかえって，人力を中心に営まれた鉱山遺跡が良好に残る原
因となった。管理するための代官所が置かれた陣屋町である大森地区は，鉱山が正式に閉山した1923年
（大正12年）以降寂れていくが，当時の建築物が多く残ることで，1987年，国の重要伝統的建造物群保存
地区（以下，重伝建地区と表記）に選定された。これは後述するように世界遺産登録とは別のストーリー
である。
評者にとって地域のネットワーク形成という観点からするならば，鉱山町や，銀を運ぶための銀山街道
とともに，その積出港となる温泉津が組み入れられていく過程は大変興味深いものだった。銀が産出され
温泉津から積み出されたことが歴史的な事実であったとしても，それはかつての歴史としての，過去の事
実としての銀の運搬ルートであるに過ぎない。世界遺産として要求されるのは，単に過去にそうしたこと
があったというのでなく，今日なお，かつての地域のあり方が一定の証拠として現存していなければなら
ない。筆者はこの経過を適切に報告している。
すなわち，石見銀山が日本での世界遺産暫定リストに記載された2001年，大森地区同様，国の重伝建地
区に選定されることを目指していた（世界遺産登録に当たって必要な手順である）が，中世以来の手狭と
なっていた港を埋め立て，波止場を拡張する計画が持ち上がろうとしていた。それは世界遺産登録の資格
を失することを意味している。最終的には町の意思として，新たな港を作るよりも歴史遺産を重視したま
ちづくりを目指すことが決定されたのである。このことで「石見銀山遺跡とその文化的景観」を構成する
先の①～③が世界遺産にふさわしい地域のネットワークとして再生されたのである。このネットワークは
過去の歴史から甦らされたというべきものであり，自覚的な選択がなければ，すなわち温泉津の歴史を忍
ばせる港が現代風の機能的な新港となっていたならば，再生されることはなかった。これは世界遺産登録
を目指すということを抜きにしても，地域にとって重要な観点であろうかと思われる。
なお，温泉津は温泉地でもあり，世界遺産に登録されている温泉地は世界でもここだけということで，
観光的には大きな魅力を有することにもなった。
石見銀山地区の過去と現在
評者は石見銀山地区へは世界遺産登録前と登録後にそれぞれ出かけている。石見銀山というよりは，大
森地区はそのまちづくりが高く評価され，世界遺産登録前の段階で観光研究者の間では広く知られている
成功事例だった。評者の属する日本観光研究学会の全国大会が2003年に大田市で開かれた際にも，大森地
区は重要な紹介事例となっていた。
評者が訪れたときの印象では，とても小さな，静かな町――実際には，ただ一本の通りに並ぶ家屋だけ
といっていい規模だった。しかし，観光カリスマにも後に認定された松場登美さんの洋品雑貨の店「群言
堂」には，数人ずつの女性客が合計で10名ほど店内にはいた。群言堂はその製品（女性服）を東京や京都
の百貨店にも出店させるほどの，地域におけるビジネスの成功事例ともなっていた。群言堂の服のパンフ
レットは，それを作っている女性従業員がモデルとなっていることでも評者には興味があった。
本書でも触れられている，世界遺産登録後の混雑ぶりには筆者も２年前に直面した。岐阜県の白川村や
鹿児島県の屋久島などとまったく同様の観光公害が生まれているのである。松場夫妻はどちらかといえば
登録に積極的ではなく，別な功労者は世界遺産が町を活気づけるという確信のもとで運動に熱心だった。
NHK で１年ほど前に報道された映像では，この地域のアメニティ低下について松場夫妻が地道な活動を
していることが紹介されていた。しかし，押し寄せている観光客の多くは，その地域の良さを十分に理解
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している人たちばかりでなく，地域はますます圧迫されることが予想される。その予兆については本書で
も指摘はされているが，具体的にどうすればいいかまでは，ヒントは示されてはいるものの，根本的なと
ころは詳述されてはいない。観光の研究者や行政の担当者によって解決されるべき大きな空白が残されて
いる。
今後解決を求められる課題は多いものの，本書は世界遺産登録前と後でどのような経過があったかが丁
寧な記述で紹介されており，世界遺産と意識したまちづくり・地域振興を考える地方自治体にとって必読
の書であると思われる。
